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mw
市

議

き

ま

る

マ
:・

任
期
満
了
(
5
月
9
日
)
に
と
も
な
う
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
・:
ム

マ
・
:
員
選
挙
は
、桜
花
咲
き
み
だ
れ
る

4
月
日
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
・:ム

マ
・
:
市
長
は

2
名
、
市
議
会
議
員
は
お
名
の
候
補
者
に
よ
っ
て
激
し
:・
ム

マ
:
・
い
選
挙
戦
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
方
が
選
ば
れ
・:ム

・:
ま
し
た
。

(
年
令
、
住
所
、
職
業
、
党
派
、
現
新
別
の
順〉

・:ム

報

喜市

自 J二
民村

木
新

長宗
雄
(
日
〉

会
社
重
役

市
議
会
議
員

広

長
谷
川
作
次
郎
(
閃
〉

木

江

下
宿
業

自

民

現

関
口
昌
次
(
出
)

天
神
野
新

農

業

無

期

宮
崎

直

三

(

臼

〉

村

木

会

社

重

役

無

現

大
久
保
松
治
ハ
刊
〉

鴨
川
町

会
社
員

れ

別

鳥
谷
政
隆
ハ
日

〉

村

木

料
理
業

無

現

稲

垣

文

吉

(η
〉

性
育

青

果

商

無

現

伊

東

直

ニ
ハ
閃
〉

上

村

木

会
社
員

無

一

冗

西
浦

三
郎
ハ
糾
〉

上

村

木

会
社
員

社

羽

野

崎

栄

吉

(糾
〉

出

営
農
指
導
員

無

現

河
崎
浅
之
助

ハ
臼
)

金
山
れ

農
業

伽
.…

明

正
男
(
刊
)
小
川
詐

建

設

業

自

民

新

秀
信

(刊
〉

真
成
守
町

会
社
役
員

削

現

孝
成
(
川
刊
)
大
海
守
野
村

農

業

制

…

新

新
作

ハ
訂

)

佐

伯

団
体
役
員

削

市津魚

吉
井

(ぐ11げ附f
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藤
井

宮
内

佐
イI~I

投

票

率

は

mm

わ
一

芝
山
率
は
市
談
会
議
員
選
挙
が
幻

・

(

一
回
%
(
男
回

・
引

μ
女
例

・

mm」で

-

J

川
凶
ハ
お
年
)
よ
り
1
・
白
川
河
高
く
、

後
藤

S
E

，aU 
1
叶

P

1

，J 

広
作
(
何
)
浜
経
団

製

材

販

売

業

無

現

竹
二
(
お
〉
友
道

会

社

員

社

新

細
川
繁
次
郎
(
日
〉

荒
町

会

社

重

役

無

現

小
坂
作
次
郎

(
位
〉
上
村
木
町

会

社

社

長

無

現

奥
村

順
平
〈
臼
)
平
沢

建
設
業

無

現

森
野

冨
治
(
臼
〉
大
町

フ
ァ
ス
ナ
ー
加
工
業

自

民

現

朝

野

治

作

(
引
〉

浜
経
回

会
社
社
長

無

現

本
田
正
信
ハ
叩
)
浜
経
回

無

職

自

民

現

石
川
庄
之
助
ハ
日
〉
餌
指
町

会

社

役

員

無

新

中

尾

政

一
ハ
引
〉

長
引
野

農

業

無

新

若

島

正

敬

(
引
)

友
道

会
社
役
員

無

現

大

島

信

夫

(
訂
〉

釈

迦

堂

日
本
電
信
電
話
公
社
員
社
現

南
保
金
作
〈
日
)
浜
経
団

会

社

員

社

現

日
晴
(
刊
〉
三
日

団
体
役
員

無

松
雄
ハ
刊
V

村
木

会
社
員

無

成
司
ハ
訂
)
村
木

会
社
員

民
社

宮
島

長
田

力11
野

加
藤

• 
も5

% 

前

回

よ

り

上

ま

わ

る

市
長
選

挙
で

は
幻

・
印
%
で
、
前
回

(
引
年
)
よ
り
3
・
1
%
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

魚津市友道

中部印刷株式会社

小口事業資金を融資

1事業者30万円以内

人口のうごき

出生 57人

死亡 54人

婚姻 45組

蹴 婚 7件

市
内
中
小
企
業
者

の
金
融
の
円
滑
を
は
か

る
た
め
、

今
ま
で
は
年

末
、
中
元
の
融
資

(却

万
円〉

を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
を

と
り
や
め
、
新
た
に
小

口
事
業
資
金
の
あ
っ
せ

ん
保
証
融
資
を
実
施
し

ま
ず
か
ら
融
資
を
希
望

さ
れ
る
方
は
商
工
水
産

課
ま
た
は
商
工
会
議
所

へ
お
申
込
み
く
だ
さ

B
V
 

マ
対
象
H
常
時
使
用
す

る
従
業
員
数
が
別
人

(
写
真
H
完
成
し
た
魚
津
駅
本
新
線

道
路
)

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
、
昭
和
初
年

か
ら
不
活
化
性
ワ
ク
チ
ン
の
注
射
や
、

生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
保
護
者
の
ご
理
解
に
よ
り
大

へ
ん
よ
い
成
績
を
お
さ
め
て
示
て
お

り
、
最
近
木
市
の
小
児
マ
ヒ
患
者
は
皆

無
に
ひ
と
し
い
状
況
で
す
。

国
産
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
全
創
的
に
話
題
と
な

っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ

の
た
び
厚
生
省
よ
り
明
ら

か
に
さ
れ
た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
:・
現
在
の
生
ワ
ク
チ
ン

は
セ
l

ピ
ン

ワ
ク
チ

ン
と
い
い
ま
す
。
セ
l

ビ
ン
ワ

グ
チ

ン
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
セ
l
ビ

ン
博
士
が
十
分
製
造
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
た
機
関
以
外
に
は
、

ソ
タ
チ
ン

の

た
ね
ハ
ウ
イ
ル
ス
)
を
分
け
な
い

こ
と

国

産

新指l期f

生

ワ

ク

チ

(・開
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
5
人
〉
以

下
の
小
規
模
事
業

マ
条
件

・一

事
業
者
当
り
叩
万
円
以
内

-
融
資
期
間
H
運
転
資
金
は
1
年
以
内

設
備
資
金
は

2
年
以
内

(
た
だ
し
当
分
の
問
、
預
託
金
額
に

限
度
が
あ
り
、
貸
付
人
員
を
多
く
す

る
た
め
、
原
則
と
し
て
運
転
資
金
は

6
ヶ
月
以
内
、
設
備
資
金
は
ロ
ヶ
月

以
内
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。
〉

・
利
率
日
日
歩
2
銭

2
匝
以
内

-
原
則
と
し
て
無
担
保
と
し
、
確
実
な

連
帯
保
証
人
1
名
以
上
必
要
で
保
証

料
は
日
歩
3
厘

(
期
限
内
に
完
済
し

た
も
の
は
市
が
負
拘
し
ま
す
)

マ
あ
っ
せ
ん
基
準

・
当
市
に
1
年
以
上
同
一
の
事
業
を
引

続
き
営
む
も
の

-
県
市
の
納
税
成
績
の
よ
い
も
の

-
計
画
通
り
の
償
還
が
見
込
ま
れ
る
も

の
・
妥
当
と
思
わ
れ
る
保
目証
人
を
つ
け
て

い
る
も
の

材
一
一
鰍
道
路
で
き
る

魚
津
駅
裏
か
ら
日
本
カ

ー
バ
イ
ド
工

場
に
至
る
延
長
4
青
ば
メ
ー
ト
ル
(
巾

6
・
5
メ
ー
ト
ル
)
の
道
路
が
2
百
回

万
円
の
工
事
費
で
完
成
し
主
し
た
。

そ
の
ほ
か
舗
装
工
事
と
し
て
大
愛
メ

リ
ヤ
ス
横
道
路
百
印
メ
ー
ト
ル
'
を
百
位

万
円
、
魚
津
製
作
所
前
通
り
幻

メ
ー
ト

ル
を
百
斜
万
円
、
ピ
二
フ
レ
ー
ム
工
業

前
通
り
百
邸

メ
1

卜
ゎ
げ
を
TH

m
万
円
で

舗
装
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

県
工
業
奨
励
裏
綱
に
も
と
ず
く
事
業
で

す
。

ン

の
安
全
性

に
き
め
て
お
り
ま
す
o
H
木
は
製
造
機

関、

そ
の
設
備
、
製
造
担
当
の
学
者
方

に
も
そ
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

昨
年
セ

l

ピ
ン
同
士
か
ら
直
接
ワ
ク
チ

ン
の
た
ね
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
製

造
工
程
記
録
も
博
士
の
校
間
を
得
て
い

る
も
の
で
す
。

マ
:
・
旧
生
ワ
ク
チ
ン

研
究
協
議
会
の
在

京
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
東
大
小
児
科
高

津
教
授
、
慶
大
0

・
中
村
教
授
、
認
恵
医

大
グ
国
分
散
授
、
日
大
。

村
上
教
授
ら

は、

国
産
生
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
、
有

効
性
に
つ

い
て
も
問
心
を
も
句
、
本
年

1
月
、

数
円
名
の
小
児
に
刻
し
て
投
与

を
行
い
、
く
わ
し
く
臨
休
的
制
察
が
な

さ
れ
た
の
で
す
が
、
も
わ
ろ
ん
何
も
隙

出……げ
が
な
く
終

γ
し
て
お
り
ま
す
。

予
防
接
種
法
に
も
と
ず
く
脇

チ
プ
ス
お
よ
び

パ
ラ
チ
プ
ス
の

予
防
按
棋
を
満
3
才
か
ら
印
才

ま
で
の
万
を
対
象
に
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
初
め
て
接
種
を
受
け
る

方
は

3
回
、
今
ま
で
免
疫
と
な

川
っ
た
方
は

l
川
受
け
な
け
れ
ば
な
り

川
ま
せ
ん
。

川

校
下

第
1
回
第
2
回

第

3
回

川

5
月

5
月

6
月

川

経

m
m円
泊

日

1

H

マ
締
切
り
H
5
片
目
日
必
着
の
こ
と
。
川

上
野
方

仰
け

お

日

1

H

マ
選
奨

u
審
査
の
う
え
、
1
位
1
人
、
川
住

士
n
m日
お

日

1

け

入
選
叩
人
を
選
び
、

そ

れ

ぞ

れ

記

念

川

木

江

引
日

幻

日

2
日

ロmを
贈
り
ま
す
。
同

一
の
も

の

が

あ

川

上

小

島

引

日

幻

日

2
日

る
と
き
は
刺
せ
ん
に
よ
り
決
定
い
た
川

天

神

引

n

m
日

3
円

し
ま
す。

川

加

漬

η一川
河
一
日

3
日

マ
入
選
者
発
表
は
6
バ
号
市
広
報
で

い

川

白

か

げ

H

n

日

3
什

た
し
ま
す
D

…

怯

λ

汗

η
H
m
u
日

3
日

川

間
布
施

η
日
m
U
日

2
日

川

6
月

6
月

市
民
会
館
の
1
月
か

一

市

民

会

常

之

川

片

貝

8
日

目

白

川

口

い

ら
3
月
ま
で
の
利
用
状

一

メ

L
V

川

道

下

8
川

市

日

包

円

況
は
次
の
よ
う
に
な
二

グ

ラ

ン

ド

ピ

ア

ノ

山

村

木

8
川

市

日

幻

臼

ご
、
t
r
o

一

川

大

町

9
日

目

日

目

日

わ
川
十
一

γの
使
用
は
一

市
民
会
館
に

こ
の
ほ
ど
グ
ラ
ン

ト
ピ

川
営
札
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公

表

げ
回
(
午
前
中
5、

一
ァ
ノ
1
台
を
備
え

つ
け
ま
し
た
。
こ
の
川
で
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

午

後
了
、
夜
間
5
一
ピ
ア
ノ
(
高
さ
1
M
、
間
口
1
・
5

M

川
で
す
。

↑奥
行
2
・
7
Mむ
は

約
百
万
円
で
購
入

川

回
)
で
す
。

一
し
た
も
の
で
、

岐
露
演
奏
会
が
去
る
悶

…

6
才
未
満
の

マ
会
議
室
の
使
用
は
百

一一
日
拡
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
川

t

刊
回
、
利
用
者
は
7
一

日

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

注

射

一
大
沢
多
美
子
さ
ん
が
シ

ョ
バ

ン
の
作
品

川

S

-一
8
百
人
で
、
1
日

一

-L

ヨ

i
リ

R
3
一
円
/
』
尚
を
初
演
義
し
、
こ
の
あ
と
ハ

1

モ
川
結
核
予
防
政
極

(
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

1
Y
1
-

E
E
G
月

一
ニ
カ
、
電
子
オ
ル
ガ

ン
等
の
演
奏
が
あ

川
注
射、

B
C
G
〉
を
6
才
未
満
の
も

し
て
い
る
こ
と
に
な

一
り
盛
ん
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

川
の
(
昭
和
犯
年
4
月
2
日
か
ら
お
年

こ
れ
か
ら
は
新
川
労
音
や
そ
の
他
の

川
9
月
初
日
ま
で
の
出
生
者
〉
を
対
象

音
楽
会
に
活
用
で
き
、

市
民
の
音
楽
向
川
に
次
の
円
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
ぜ

上
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

川
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
写
真
H
ピ
ア
ノ
披
罷
演
奏
会
)
川
校
下

場
所
げ
が
川
町
前
回

川

5
月

5
月

川

経

団

小

学

校

日

日

目

白

川

片

貝

小

学

校

什

日

目
白

川

加

積

小

学

校

日

日

目

日

川
道
下

小
学
校

お

日

幻

日

川
大
町

小
学
校

お
日
m
m
白

川

村

木

小

学

校

お

日

お

日

川
な
お
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま

川
で
す
。

川
・
安
産
と
育
児
の
教
室

川

l
m
-
m日
l

川
昭
和
引
年
以
来
富
山
新
聞
社
主

川
催
、
県
な
ど
が
後
援
で
行
な
わ
れ
て

一
川
き
ま
し
た
優
良
児
選
彰
会
は
、
今
年

一
川
か
ら
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
会
」

一
川
と
し
て
袈
な
か
え
、

次
の
よ
う
に
突

宇
川
施
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

…
川
こ
の
教
室
に
参
加
で
き
る
の
は
満

…
川
1
才
未
満

(3
月
未
〉
の
乳
児
と
母

一
川
親
お
よ
び
肝
婦
で
、
内
容
は
、
健
康

一
川
相
談
、
乳
幼
児
の
し
つ
け
方
、

栄
養

川
食
の
突
純
情
感
、
育
児
映
画
、
資
料

一川

の
炭
示
な
ど
を
し
ま
す
c

参
加
者
に

マ
・:
前
回
の
突
験
的
野
外
投
与
に
よ
っ

て
セ
1

ピ
ン
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
な
お
安
全
一

性
と
有
効
性
と
を
確
か
め
る
た
め
、
厳
一

重
な
国
家
検
定
が
基
準
に
従

っ
て
行
な

一

わ
れ
て
い
ま
す
。

一

マ
:・
岡
山
県
そ
の
他
で
発
生
し
た

6
つ
一

の
事
例
は
、
3
月
ロ
日
厚
生
省
主
催
の

一

公
開
説
明
会
の
席
上
で
、
症
例
の

一つ

一

一
つ
に
つ
い
て
く
わ
し
く
検
討
が
専
門
一

学
者
列
席
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し

一

た
。
そ
の
結
果
6
例
と
も
生
ポ
リ
オ
ワ

一

ク
チ
ン
に
よ
る
事
故
で
な
く
、
た
ま
た

一一

ま
こ
の
よ
う
な
症
例
が
生
ワ
ク
投
与
の
一

直
後
に
時
期
を
同
じ
く
し
て
現
わ
れ
た

一

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が

一
致
し
一

た
見
解
と
し
て
棺
論
さ
れ
ま
し
た
。

一

マ
・:
し
た
が
っ
て
小
児
マ
ヒ
予
防
の

た
一

め
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
は
、
法
に
も
と

-

ず
き
引
を

つ
づ
主
宍
施
し
ま
す
か
ム
該

当
者
は
も
れ
な
く
服
用

し

て
く
だ
さ

、。
こ
の
た
び

「
仇
津

ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ

プ
」
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て

マ
イ
ク
ロ

バ
ス
型
の
移
動
公
民
館
(移
動
図
書
館
)

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
か
ら
要
望

の
あ
り
ま
し
た
機
動
力
の
あ
る
社
会
教

育
、
公
民
館
活
動
の
振
興
が
期
待
さ
れ

る
わ
け
で
す
。
と
く
に
図
書
館
の
利
用

移
動
公
民
館

ーー

ツ
ク
-
不

に
つ
い
て
は
農
山
村
の
方
に
ご
不
便
を

か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

移
動
図
書
館
と
し
て
部
落
ま
で
出
向
い

て
行
き
、

気
限
る
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の

「
動
く
公
民
館
」
「
動
く
図
書

館
」
が
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
な

愛
称
を
み
な
さ
ん
で
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市民会館 1~3 月の

利用状況

り
ま
す
口

マ
結
婚
式
は
持
制
あ
り
、
1
月
山
組
、

2
月
刊
印
刷
、

3
刀
M
組
、

参
列
者
は

1
千
1
盲
目
人
で
1
組
平
均
お
人
と

な
り
ま
す
。

マ
内
綜
日
動
く
公
民
飢
、

図
書
館
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
親
し
み
ゃ
す
い
愛
称

マ
募
集
対
象
H
市
民
で
あ
れ
ば
1
人
何

点
で
も
結
構
で
す
。

マ
方
法
と
宛
先
日
ハ

ガ
キ
(
1
枚
1
点
)

に
記
入
の
上
、

魚
津
市
田
方
町
、
市

激
育
委
員
会
社
会
敬
育
課
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

(
ウ
月
前
)
の

ム

募

集

固定資産税

期第

納期は

E理E盟圃-.;・
腸

チ

プ

ス

パ
ラ
チ
プ
ス

予
防
接
種

日末月5 

ル」
H

」
入

J

は
記
録
帳
、
妊
婦

・
育
児
用
の
資
料
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

と

き

5

月

間

・
げ
円

午
後
l
時

t
4
時

北
陸
銀
行
偵
一昨
支
府

手L

児

相

吾火
員火

乳
児
の
発
育
状
況
に
よ
り
育
児
、

味

養
指
導
与
を
す
る
乳
児
相
談
は
、

次
の

よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和

お
年
1
月
1
日
か
ら
昭
和
犯
年
3
月
引

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
口

校
下

場
所

相

談

H
R
J
H
円

上

野

万

小

学

校

日

日

片

・

貝

連

絡

所

同

日

住

吉

小
学

校

別

日

天

神

小

学

校

引

日

経

同

小

学

校

η
円

上

中

島

連

絡

所

お

H

時
間
は
午
前

9
時
初
分
か
ら
け
時
ま
で

で
す

U児
童
福
祉
の
巡
回
相
談

6
日
保
健
所
で

児
童
が
身
も
心
も
す
こ
や
か
に
育
っ

て
ゆ
く
こ

と
は
国
民
ひ
と
し
く
ね
が
う

と
こ
ろ
で
す
。
こ
と
し
も
5
H
か
ら
け

日
ま
で
児
童
福
祉
週
間
が
実
施
さ
れ
ま

す
が
、
こ
の
期
間
中
の
行
事
と
し
て
次

の
よ
う
に
巡
回
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
対
象

同
一
イ
未
満
の
児
童

マ
相
談
内
容
と
担
当
者

.
肢
体
不
自
由
児
の
診
断
お
よ
び
機
能

訓
練
方
法
の
指
導
H
高
志
学
閣
長
ほ

か
2
名

・
精
神
衛
生
相
談
H
精
神
衛
生
相
談
所

長
・
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
日
精
神
薄
弱

者
相
談
所
員

・一

般
児
童
福
祉
相
談
リ
児
童
相
談
所

児
童
福
祉
主
事
等

と

き

5

月

6
日
午
前
9
時
加
分

ー
午
後

4
時

魚
津
保
健
所

と
こ
ろ

行
政
苦
情
相
談

市

民

会

館

で

宮
山
行
政
監
察
局
で
は
行
政
苦
情
柑

談
を
次
の
よ
う
に
開
設
し
ま
す
。

日
頃
、

国
や
県
市
の
行
政
や
公
社
、

公
庫、

公
団
、
事
業
団
等
の
仕
事
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
も
納
得
が
い
か
な

い
と
か
、
法
律
や
手
続
き
を
知
ら
な
か

っ
た
た
め
に
思
わ
ぬ
不
利
益
な
取
扱
い

を
受
け
て
困

っ
て
い
る
方
、
こ
ん
な
手

続
き
、
こ
ん
な
要
求
は
ど
こ
に
頗
め
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方
な
ど
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

6
月
5
H
午
前
川
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で

市
民
会
館

と
こ
ろ



(2) 

N

正
し
い
運
転
μ

μ

正
し
い
歩
行
H

を

什

日

か

ら

交

通

安

全

運

動

仇，
H
の
新
聞
、

テ
レ
ピ
等
で
、
ど
こ

か
に
交
通
事
故
が
お
き
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
交
通
事
故

mw一の
ほ
と

ん
ど
が

「
人
災
」
で
あ
り
、
死

問
龍

一
亡
者
数
で
も
負
傷
者
数
で
も
、
交
通
事

問
問

一
故
は
刑
事
事
件
を
大
き
く
上
回
つ
て
約

年
酌

一
3
倍
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

余
り

山
積

一
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

京
3
一

市
内
で
も
今
年
に
な

っ
て
も
う
叩
件

間
約

一

f
l¥
一
も
事
故
が
お
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
夏
に
か
け
、
ま
す
ま
す
増
え
る
傾
向
に

一
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

「人
災
」
を
な
く

一
す
る
た
め
に
は
、

「
正
し
い
運
転
」

、

一
「疋
し
い
歩
行
」
な
ど
お
互
い
が
、
こ

一
の
き
わ
め
て
平
凡
な
正
し
い
交
通
-W
I

M

-
-w
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

山

一
が

一
番
近
道
な
の
で
す
。

l
L
一

正
し
い
交
通

w
ー
か
を
身
に
つ
け
て

創
刊
一

い
た
だ
く
た
め
に

「
春
の
交
通
安
全
運

一
動
」
が

5
月
日
日
か
ら
加
日
ま
で
県
民

一総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
行
な
わ
れ
ま

す
。
せ
め
て
こ
の
運
動
期
間
だ
け
で
も

「
人
災
」
を
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
手
近
か
な
次
の
こ
と
を
ま
も

り
ま
し
ょ
う
。

広市

一一恭一案一"持¥一議問

津

印
鑑
の
登
録
、
証
明

は
簡
単
に
で
き
な
い

か
c

前〈

魚

印
鑑
の
登
録
や
証
明
を
も
ら
う

手
続
は
、
ま
こ
と
に
面
倒
で
住

民
は
ほ
ど
ほ
ど
閉
口
し
て
い
る
。
親

と
子
の
聞
や
夫
婦
問
ほ
ど
確
か
な
も

の
は
な
い
の
だ
か
ら
代
理
の
場
合
も

急
ぎ
の
間
に
合
う
よ
う
に
簡
略
に
し

て
ほ
し
い
。

ハ
魚
津
地
区
一
住
民
)

問

日発 行昭和39年 5)1 1 

印
鑑
の
登
録
、
証
明
と
も
木
人

が
市
役
所
へ
き
て
も
ら
う
場
合

は
面
倒
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
人
が

都
合
悪
く
、
代
理
人
を
た
て
ら
れ
る

と
き
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
、
面

倒
が
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

印
鑑
は
日
本
人
に
と
っ
て
ま
こ
と
に

重
要
な
も
の
で
す
。
信
ず
べ
き
間
柄

と
い
え
ど
も
印
鑑
を
も
っ

て
い
る
だ

け
で
は
盗
用
と
の
区
別
が
つ
き
ま
せ

ん。

従
っ
て
正
確
を
期
す
た
め
木
人

の
自
書
し
た
委
任
状
を
持
参
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
行
の
印
鑑
条
例
は
、
正
確
で
あ
や

ま
ち
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
こ

の

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

な
お
代
理
人
を
た
て
て
印
鑑
査
録
し

筈

(第213号〉

歩
行
者
は
・・・

・
信
号
を
正
し
く
ま
も
り
ま
し
ょ
う
0

.
横
断
は
必
ら
ず
片
手
を
あ
げ
て
わ
た

ハ
ノ
古
」
F
1
し
ょ
民
ノ
。

・
車
の
す
ぐ
前
や
後
か
ら
道
路
を
わ
た

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
な
な
め
に
道
路
を
わ
た
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

ペ
写
真
H
中
央
通
り
交
差
点
の
自
動

信
号
機
)

た
う
え
、
す
ぐ
に
-
証
明
を
出
せ
と
い

わ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
係
員
も
閉
口
し
ま
す
。
代
理
の
場

合
は、

登
録
、
改
印
申
請
が
あ
っ

た

こ
と
を
、
木
人
に
照
会
し
、
木
人
か

ら
相
違
な
い
旨
、
市
長
宛
に
回
答
が

届
い
て
は
じ
め
て
印
鑑
登
録
が
き
ま

る
の
で
、
そ
れ
以
後
で
な
け
れ
ば
代

理
人
に
よ
る
証
明
の
交
付
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
政
事
務
は
、
住
民
を

拘
束
す
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
住
民
の
利
益
を
維
持
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
ご
理
解
ね
が

っ
て
、
急
ぐ
あ
ま
り
大
き
な
目
的
を

誤
ら
な
い
よ
う
と
く
に
印
鑑
の
取
扱

い
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

-
歩
道
、
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
は

一

右
側
通
行
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。

一

運
転
者
は
・
:

・
憤
断
歩
道
に
歩
行
者
が
い
る
と
き
は

必
ら
ず
一
時
停
止
す
る
こ
と。

・
制
限
速
度
を
ま
も
る
こ
と
。

・
無
理
な
追
い
こ
し
を
し
な
い
こ

K
0

・
無
免
許
、
酒
の
み
運
転
は
絶
対
し
な

い
こ
と
。

商
庖
等
で
は
:
:
・

・
自
転
車
や
自
動
車
の
放
置
に
よ
っ
て

交
通
の
妨
害
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

中
央
通
り
に

自
動
信
号
機

市
内
で
も
交
通
の
は
げ
し
い
中
央
通

り
と

2
メ
ー
ト
ル
'
道
路
交
差
点
に
こ
の

ほ
ど
自
動
信
号
機
が
新
設
さ
れ
ま

し

た
。こ

の
信
号
機
は
瞥
察
署
が
め
万
円
で

と
り
つ
け
た
も
の
で
、
刊
秒
ご
と
に
信

号
が
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
は
交
通
繋
理
や
事
故
防
止
に
一

役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

=愛 鳥 週間 二

10日から 1週間、 愛鳥週

間がはじま りますo この期

H~'I中は、 野鳥に感謝する円
以箱を与える目、野外観察

の日などを設けて愛鳥心を

高めるとともに、鳥類の保

護増殖につとめることにな

っております。みんなで小

鳥を可愛がりましょう 。

特
殊
無
線
技
士
の

養

成

講

習

会

沿
岸
漁
船
で
も
遭
難
.
や
漁
業
連
絡
用

と
し
て
無
線
機
の
設
置
が

の
ぞ
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
無
線
機
操
作
に
当
る

特
殊
無
線
技
土
を
養
成
す
る
た
め
の
講

習
会
を
次
の
よ
う
に
ひ
ら
き
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
日
ま
で
商

工
水
産
課
ま
た
は
魚
部
漁
協
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

期
間

5
月
7
日
か
ら
加
日
ま
で

時
間
毎
日
午
前
9
時

t
午
後
4
時

場
所
魚
津
漁
業
協
同
組
合

人

員

刊

名

国
家
試
験

5
月
引

n

講

師

北

陸

電
被
管
瑚
同
派
遣
講
師

急
病
人
が
で
た
と
き
の
処
置
:
・

日
曜
・
深
夜
の
当
番
医
も
き
ま
る

日
曜
や
深
夜
に
急
病
人
が
で
た
と
き

医
師
に
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
り
し
て

た
い
へ
ん
困
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
、
十
分
な
処
置
が
で
き
る
よ

う
に
関
係
機
関
と
協
議
し
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
魚
津
医
師
会
か

ら
医
師
の
当
番
制
を
実
施
す
る
旨
の
申

し
出
が
あ
り
、
ま
た
タ
ク
シ

ー
業
者
の

協
力
も
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
連
絡
を
と
っ

て
病
気
が
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

5月期

の支 払は 6日から

老令、 障害、母子の各福祉年金の 5月期の

支給は、 5月6日〈月〉から始まりますo

p…年金を受ける方は、証書に記入しであ

る郵便局へ、証書に押しである印鑑をお

持ちの上、年金を受けてください。

t>…都合で本人が郵便局へ行けないとき

は、代理の方が受けても差支えありませ

ん。

t>・・・年金を受け終った方は、市役所市民課

年金係へこの福祉年金証書を印鑑ととも

に排出してください。

[>…松倉、上野方、 片貝、経団、 天神、西

布施地区の方は、連絡所へ提出願います。

金祉年福

。
日
限
お
よ
び
深
枝
に
急
病
人
が
で
た

場
合
は

1
ま
ず
従
前
か
ら
掛
っ
て
い
た
医
師
に

ん正一診，

t.依
頼
し
ま
す
。
そ
の
医
師
が

都
合
の
思
い
場
合
は
始
め
て
市
消
防

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

2
連
絡
を
受
け
た
消
防
署
で
は
、
た
だ

ち
に
当
番
医
に
連
絡
を
と
っ

て
急
救

病
人
の
処
置
に
あ
た
り
ま
す
。

(
消
防
署
の
電
話
①
1
0
2
9
5
)

寄

付

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
|

!

万

円

村

木

羽

田

弘

(
亡
母
美
代
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

1
万

円

金

屋

町

木

下

瀕

六

(
亡
孫
博
文
殿
の
供
養
に
よ
る
香
志

を
身
体
障
害
児
に
対
す
る
援
護
金

に
)

1
万

円

上

村

木

町

山

西

喜
作

(
亡
母
ミ
ナ
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

4
千

円

横

枕

広

瀬

甚

一

ハ
祖
父
仁
次
郎
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

2
百

円

新

町

中

村

優

美

子

ハ
拾
得
報
労
金
)

行
政
相
談
委
員
に

守
谷
良
雄
さ
ん

昭
和
泊
年
度
の
行
政
相
談
員
と

L
て

守
谷
良
雄
さ
ん
(
田
方
町
U

が
行
政
管

一
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
政
相
談
員
は
、
行
政
機
関
(
官
公

一庁
)
の
と
っ
た
処
置
に
不
平
や
不
満
が

一
あ
る
と
か
、
納
得
の
い
か
な
い
場
合
、

一
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
問
題

の
解
決
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。相

談
員
は
自
宅
に
お
い
て
み
な
さ
ん

の
柑
談
を
受
瑚
し
て
富
山
行
政
舵
察
局

へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

局
か
ら
の
解

決
し
た
結
果
の
通
知
を
受
け
て
、
み
な

さ
ん
へ
納
得
の
ゆ
く
回
答
を
す
る
仕
事

を
担
当
さ
れ
ま
す
。

相
談
員
は
み
な
さ
ん
方
の
相
談
事
項

に
つ
い
て
秘
密
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
お
気
軽
る
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ハ
ご
相
談
は
守
谷
良
雄
さ
ん
宅

ま
た
は
市
民
相
談
室
へ
〉

魚
津
機
械
セ
ン
タ
ー

団
地
指
定
受
け
る

魚
津
機
械
セ
ン
タ
ー
団
地
協
同
組
合

は
今
年
度
の
工
場
集
団
化
問
的
に
通
産

省
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し
た
c

同
セ
ン
タ

ー
は
市
内
の
機
械
関
連
工

場
泣
企
業
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め
、

さ
き
に
協
同
組
合
を
つ
く
り
一ニ
ケ
地
内

(
早
月
川
沿
い
国
道
8
号
線
凶
側
L

に

敷
地
を
も
と
め
、
団
地
指
定
の
申
請
を

し
て
い
た
も
の
で
す
。

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

3
か
年
で

3

億

4
千
万
円
を
投
じ
、
!
万

3
ゴ

1
4
百

平
方
メ

ー
ト
ル
'
の
工
場
を
建
て
、
現
在

の
生
産
量
3
億
8
千
万
円
安

6
億

4
千

万
円
に
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
と
り
あ
え
ず
本
年
は

6
万
9
千
3

百
平
方
メ
ー
ト
ル
'
の
敷
地
に
日
企
業
の

工
場
や
事
務
所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

(写
真
日
韓
地
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
魚
津
機
械
セ
ン
タ
ー
工
場
団
地
)

…業
…

…農

除
草
剤
の
正
し
い

選
び
方
・
使
い
方

上
手
な
選
び
か
た

除
草
剤
を
使

っ
て
雑
草
防
除
を
合
理

化
す
る
た
め
に
は、
・
殺
草
力
の
高
い
、

し
か
も
作
物
に
安
全
な
除
草
剤
を
選
ん

で
、
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
次

の
点
に
留
意

L
て
く
だ
さ
い
。

-
除
草
剤
の
性
質
、
作
用
特
性
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
。

-
使
用
闘
場
の
土
性
と
土
壌
の
乾
湿
状

態
お
よ
び
有
機
物
の
多
少
を
知

っ
て

お
く
こ
と
。

-
使
用
闘
場
で
の
発
生
雑
草
の
種
類
状

態
を
よ
く
観
察
し
て
お
く
こ
と
。

-
散
布
時
の
気
象
条
件
ハ
と
く
に
気
温

降
雨
)
を
調
べ
て
お
く
こ
と
。

以
上
の
点
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、

そ
れ
に
適
合
す
る
有
効
な
除
草
剤
を
選

ん
で
、

使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
営
山
割
以
指
現
員
、
改
良
普

及
員
の
方
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

上
手
な
使
い
方

除
草
剤
を
上
手
に
使
う
に
は
、
除
草

剤
の
作
用
特
性
お
よ
び
各
種
条
件
を
勘

案
し
て
選
ん
だ
も
の
を
、
ま
ず
次
の
点

に
注
意
し
、
そ
の
使
用
法
や
指
導
者
に

タ

ト

食

品

を

上
手
に
と
り
い
れ
ま
し
ょ
う

食
品
の
種
類
や
使
い
方
を
よ
く
知

に
権
味
ゃ
う
ま
味
な
ど
化
学
調
味

っ
て
、忙
し
い
と
き
、こ
れ

を

利

用

す

料

や
鵠
油
、
塩
を
補
う
こ
と
も
必

る
こ
と
に
よ
り
手
不
足
を
補
い
、

主

要
で
す
。

婦
の
炊
事
の
労
働
を
少
し
で
も
省
き
缶
詰
は
単
に
そ
れ
だ
け
を
利
用
す

ま
し
ょ
う
。食
品
で
い
え
ば
魚
肉
類
、
る
の
で
は
な
く
、
水
煮
の
缶
詰
と
た

野
菜
類
、果
物
類
、穀
類
、
ス
1

プ
な

っ
ぷ
り
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
I
煮
、
ま

ど、

そ
の
ほ
か

O
O
の
素
な
ど
ほ
と
た
缶
詰
と
野
菜
で
つ
く
る
中
華
煮
、

ん
ど
の
食
品
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
口

野

菜
の
削
妙
め
煮
に
水
の
缶
詰
を
そ

イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
を
使
う
と
き
え
、
ト

マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
た
も

は
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
く
ば
り
ま
し
の
、
サ
ラ
ダ
類
に
あ
多
く
の
缶
詰
や
イ

一

ょ
う
。

ン

ス
タ
ン
ト
食
品
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

一

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
日
仇

い
ず
れ
に
し
て
も
、

食
品
の
組
合
せ

一

肉
類
の
つ
く
だ
煮
や
缶
詰
に
は
生

を

考
え
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
た
よ
り
す

一

野

菜

を

そ

え

て

食

べ

ま

す

。

ぎ

、
簡
餅
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

一

・
味
を
考
え
る
日
好
み
こ
合
う
よ
う
使
い
方
に
父
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

一

忙
し
い
と
き
の
食
事

|

|

|

も
と
ず
い
て
、
も
っ
と
も
適
切
に
使
用

す
る
こ
と
が
、
作
物
に
対
し
て
安
全
で

あ
り
、
か
つ
防
除
効
果
を
高
め
る
方
法

で
す
。

-
均

一
散
布
を
行
う
こ
と
。

-
播
種
後
の
覆
土
深
お
よ
び
移
植
の
深

さ
は
必
ず
標
準
か
や
や
深
目

(
3
m
)

と
す
る
。

-
荷
の
素
質
に
注
意
し
、
健
苗
を
使
用

す
る
こ
と
。

・
水
田
で
は
、
処
理
後
あ
ま
り
早
く
落

水
し
な
い
。

・
降
雨
の
前
後
は
使
用
し
な
い
こ
と
0

・
稲
の
体
に
ツ
ユ
が
あ
る
と
き
は
散
布

し
な
い
こ
と
o

p
C
P
の
除
草
体
系

p
c
p
を
主
体
と
し
た
水
田
の
除
草

体
系
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

マ
ヒ

エ
の
発
生
が
少
な
く
、

1
年
生
雑

草
の
多
い
水
持
ち

の
よ
い
水
田
で
は

.
田
植
前
に
使
う
と
き

H
植
代
直
後

p

c
p
粒
剤
3
・W
(
1
袋
〉
散
布
し
て

ン

ス

ン

イ

稲

作

施

肥

改

善

と

安

定

収

の

国
民
生
活
の
向
上
に
と
も
な
い
品
質

の
よ
い
米
を
望
む
声
が
強
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
消
費
者
あ
っ
て

の
生
産
者
で

す
か
ら
、
こ
と
し
も
積
極
的
に
産
米
改

良
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
良
質
米

を
多
く
と
る
た
め
、
よ
い
苗
の
田
植
、

強
勢
分
け
つ

の
確
保
、
過
繁
茂
、
倒
伏

に
な
ら
な
い
稲
作
り
と
気
象
条
件
や
稲

の
生
育
相
に
応
じ
た
管
理
と
適
確
な
病

害
虫
の
防
除
こ
そ
良
質
多
収
の
成
果
を

あ
げ
る
も
の
と
思
い
ま
す
っ
ま
た
過
去

2
1
3
年
の
水
田
の
施
肥
量
と
稲
の
姿

を
反
省
し
、
準
一
素
の
元
肥
適
量
に
注
意

し
多
目
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

P

、，
、
。

J

r

、l
v

増

窒
素
は
収
量
を
左
右

リ
ン
サ
ン
や
カ
リ
は
多
少
施
肥
量
を

誤
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
害
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
窒
素
の
多
少
は
収
量
を
大
き
く
左

右
し
ま
す
。

黒
ポ
ク
や
洪
積
地
帯
で
は
、
リ
ン
サ

ン
を
多
円
に
し
な
い
と
稲
に
吸
収
さ
れ

に
く
い
し
、

砂
質
漏
水
田
、
冷
水
の
伏

流
す
る
砂
質
滞
固
な
ど
で
は
、
カ
リ
の

流
失
が
は
げ
し
い
の
で
多
目
に
や
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
基
肥
量
は
、
幼
穂
の
分
化
則

ま
で
に
目
的
と
す
る
生
育
量
を
確
保
す

る
だ
け
の
量
で
よ

い
の
で
す
。
幼
徳
分

化
期
以
後
に
牢
一素
が
多
く
残
る
よ
う
で

か
ら
2
t
3
日
後
田
植
し
ま
す
。

-
田
植
活
着
後
に
使
う
と
き
日
田
植
活

着

7
1
m
日
後

P
C
P
粒
剤
3
匂

(l
袋
)
を
散
布
し
ま
す
。

マ
ヒ
エ
や
そ
の
他
の
雑
草
が
遅
く
、
た

く
さ
ん
発
生
す
る
一

般
水
田
や
水
持

ち
の
思
い
漏
水
田
で
は
、

-
第
1
田
中
耕
の
後
に
使
う
と
き

@
中
耕
2
1
3
日
後
P
C
P
粒
剤
3

匂

ハ
1
袋
)
散
布

@
中
耕
2
i
3
日
後
P
A
M
(
パ
ム

コ
ン
〉

3
匂

(
1
袋
)
+
p
c
p

粒
剤
弘
袋
混
用
散
布

の
中
耕
2
l
3
日
後
P
M
B

(
マ
ノ

ツ
ク

)
3匂

(
1袋
〉

十

P
C
P

粒
剤
%
袋
混
用
散
布

の
3
通
り
が
あ
る
が
、
@
、

の
は
ヒ

エ
が
と
く
に
多
い
場
合
が
効
果
が
あ

り
ま
す
。

マ
多
年
性
雑
草
マ
ツ
バ
イ
の
多
い
水
田

で
は
、

・
田
植
|
中
耕
2
t
3
日
後
P
C
M
(

パ
ム
コ
ン

)
1
袋
を
散
布
し
ま
す
。

は、

倒
伏
稔
突
障
害
の
原
悶
と
な
り
ま

す
。
ま
た
.
長
く
持
続
し
す
ぎ
な
く
て
も

一
時
期
に
大
量
の
速
効
性
肥
料
の
あ
る

こ
と
は
、
過
繁
茂
に
な
っ
て
病
害
虫
を

招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

分
け
つ
が
多
す
ぎ
る
と
、
無
効
分
け

つ
と
な
っ
て
穂
が
小
さ
く
な
り
、
減
収

に
な
り
ま
す
。

一
株
仰
木
〈
ら
い
強
勢

分
け
つ
な
確
保
す
る
た
め
に
黒
ポ
ク
や

粘
土
質
地
帯
で
は
、
窒
素
成
分
6
1
7

旬、

砂
質
の
漏
水
謀
し
い
地
帯
で
8
匂

は
最
大
量
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
上
施
さ

ね
ば
肥
切
れ
の
お
こ
る
よ
う
な
と
こ
ろ

で
は
分
け
て
施
す
よ
う
に
計
画
し
て
く

だ
さ
い
え
半
生
種
を
標
準
〉

と

く

に
‘

山
間
地
帯
の
つ
ゆ
落
ち

の
悪
い
水
旧
で
は
、
元

一

肥
は
少
な
く
し
、
よ
い

圃

苗
を
斡
摘
す
る
よ
う
に

↓
ー

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
へ
円台

思
い
ま
す
。


